
NPO法人「日本で最も美しい村」連合
2022年度活動実績



2022年度活動一覧

＜会議＞
①「日本で最も美しい村」連合定期総会2022in秋田県小坂町
②「日本で最も美しい村」連合担当者会議（春・秋）
③最も美しい村世界総会inイタリア
④U35未来創造会議（地方会議）
⑤U35未来創造会議inTOKYO（全国）

＜交流・学習会＞
⑥サポーター交流会
⑦日本で最も美しい村オンライン大学
⑧学習会（現地視察研修）

＜広報・連携＞
⑨日本で最も美しい村まつり in TOKYO
⑩日本で最も美しい村ビューティフルデー
⑪日本で最も美しい村コンテスト（フォト＆動画＆村食材）
⑫行きつけのむらをつくろうLIVE配信

＜調査・研究＞
⑬「日本で最も美しい村」連合総合戦略アクションプラン策定

＜会員増強・営業活動＞
⑭会員増強及び営業活動
⑮インターン生の受け入れ



①「日本で最も美しい村」連合定期総会2022in秋田県小坂町
秋田県小坂町を会場に、6月29日（水）～7月1日（金）の会期で開催した。
全国の町村地域の代表や担当者、会員企業等が約180名参加し、小坂町の地域資源、美しい村づくりの取り組み
について現地で学ぶ機会を得た。
新たに加盟した福島県昭和村（2020年度）、香川県まんのう町 琴南・仲南・⾧炭（2021年度）、山口県阿武町
（2022年度）の歓迎セレモニーも実施された。

「日本で最も美しい村」連合定期
総会2022in秋田県小坂町

事業名

会議・研修事業形態

定期総会・研修事業内容

2022年6月29日（水）
～7月1日（金）

開催日

秋田県小坂町内会場

自治体会員、正会員、準会員対象

180名参加者数

加盟村及び会員等の交流を図る。目的







②「日本で最も美しい村」連合担当者会議（春・秋）

加盟町村地域の担当者対象の会議を開催し、連合全体の事業、進捗状況の共有と研修を行った。
加盟町村同士の繫がりの場でもあるため、研修内では、つながりができやすいワークショップ等を実施し
た。

担当者会議事業名

会議・研修事業形態

連合全体の事業及び進捗状況の共有
専門家による研修及びワークショップ

事業内容

【春】2022年4月21日（木）
【秋】2022年10月31日(月)

開催日

東京都内（神田駅周辺）会場

自治体等連合担当者対象

春の担当者会議：78名
秋の担当者会議：50名

参加者数

加盟町村地域同士の繫がりの場
先進事例を学びあう場

目的





③最も美しい村世界総会inイタリア
世界で最も美しい村連合会に加盟する各国が一堂に会する国際会議。世界総会は2019年ベルギーを最後に
2年間（2020,2021)リアルな会議が実施されていなかったが、2022年は世界総会がイタリアで開催された。
次回2023年度は2023年5月23日(火)～26日(金)日本・伊根町を会場に開催予定。

世界で最も美しい村連合会総会事業名

会議・研修事業形
態

世界総会、視察研修事業内
容

2022年5月26日～29日開催日

イタリア（ｶｽﾃｨﾘｵｰﾈ･ﾃﾞﾙ･ﾗｰｺﾞ）会場

会員参加希望者、連合会⾧、事務
局

対象

世界連合に加盟する加盟国、準加
盟国等が一堂に会する総会に参加
し、情報交換及び交流を図る。

目的





④サポーター交流会

加盟町村地域、企業会員及び準会員等が一堂に会し、連合の現状報告、加盟村等からの簡単なプレゼン及
びＰＲトークを通して、交流を深めることで強いパートナーシップを築くことを目的に毎年開催している。
2022年度は約3年ぶりの開催となった。

サポーター交流会事業名

交流事業形態

加盟町村と民間企業（サポーター）
との交流

事業内容

2022年10月30日(日)開催日

東京・常盤橋タワー8F会場

自治体会員、正会員、準会員対象

83名参加者数

加盟町村地域と会員の交流
先進事例の共有等

目的

日本で最も美しい村まつり in TOKYO、U35未来創造会議inTOKYO（全国）を同時開催した。





⑤日本で最も美しい村オンライン大学
2021年度からの始まった取り組み。オンライン上で加盟町村地域の先進的な取り組みを加盟町村地域の首
⾧や担当者、会員が学びあう授業形式で実施した。

日本で最も美しい村オンライン大学事業名

学習事業形態

オンライン上（ZOOM）で最も美しい
村づくりの参考になる先進事例を学ぶ。

事業内容

7月、9月、11月、1月、3月
いずれも20日前後で日程調整。
※ブロック毎に持ち回り。

開催日

ZOOM会場

自治体会員、正会員、準会員対象

最も美しい村づくりにおける先進事例
を学ぶ。

目的 ＜2022年度実施実績＞
7月21日(木)北海道赤井川村
8月19日(木)藤本穣彦委員
9月15日(木)ベルギー協会
11月 21日(月)岐阜県東白川村
12月20日(火)河本大地委員
1月27日(金)京都府和束町



8月19日 資格審査委員藤本穣彦先生

『最も美しい村』の農村計画論
―審査の考え方の日仏比較―

参加者数：24名＋田子町にて町民・藤本ゼミの皆様

7月21日 北海道赤井川村

「農の営み」と「地域の課題」と
「持続可能な村づくり」

参加者数：37名



9月15日 ワロン（ベルギー）で最も美しい村協会事務局マルク様

ワロン（ベルギー）の最も美しい村協会の特色である、
建築家によるコンサルティング業務について

参加者数：24名



⑥学習会（現地視察研修）
日本で最も美しい村連合加盟村へ出向き、美しい村の活動、まちづくりを学習することで、自分の町の活
動への参考にする機会。3年ぶりの実施した。審査においてA評価をとった町村地域を開催地として、最も
美しい村づくりの好事例を学ぶ機会として、全国から26名が参加した。

学習会（現地視察研修）事業名

学習事業形態

加盟町村地域の現地で先進事例を学ぶ。事業内容
11/11~12開催日

⾧野県伊那市高遠町・中川村
※審査でA評価だった町村地域

会場

自治体会員、正会員、準会員対象

26名参加者数

加盟町村地域に出向き、自分の町の活
動への参考にする。

目的



１１月１１日(金) 伊那市高遠町

■学習テーマ：
むらのブランド化のストーリー作りの先進事例
自然エネルギー利用の先進事例





１１月１２日(土) ⾧野県中川村

■学習テーマ：「美しい村」の住民への認知、共通意識の醸成の方法・官民協働の方法





⑦日本で最も美しい村まつり in TOKYO
「日本で最も美しい村」連合に加盟する町村地域の魅力、連合の取り組みについて、一般の方々にPRし、
ファンづくりをすることを目的に2022年度初めて開催した。総務省・農林水産省・観光庁・千代田区・一
般社団法人千代田区観光協会から後援をいただいた。開催にあたりクラウドファンディングを実施し、
121名から1,517,000円のご支援をいただいた。開催後の出店者アンケートでも評価は高かった。

日本で最も美しい村まつり2022inTOKYO事業名
広報事業形態
日本で最も美しい村を広く世の中の皆さんに周
知するため伝統文化の披露やマルシェ等を開催。

事業内容

2022年10月30日(日)開催日
TOKYO TORCH（東京都内）会場
一般、自治体会員、正会員、準会員対象

伝統芸能披露：4町村
マルシェ：18町村地域
体験ブース：4町村

出店

約4,000人来場者数
一般の方に、「日本で最も美しい村」連合及び
加盟村を知ってもらい、合わせて連合の活動及
び加盟村の活動も知ってもらう。

目的 サポーター交流会、U35未来創造会議inTOKYO（全国）
を同時開催した。







⑧日本で最も美しい村ビューティフルデー

2020年から連合設立日の時期（10月4日前後）に、ビューティフルデーという名で、美しい村運動の原点
である村をきれいにする活動や、村の文化を継承する活動を実施している。美しい村が美しいままであり
続けていることを地域住民が再認識し、次なる村の将来に向けて機運を高める日として継続して実施する。

日本で最も美しい村ビューティフルデー事業名

地域連携事業形態
加盟町村地域一斉清掃活動及びその他継
承活動等。

事業内容

10月4日前後1週間を基本に実施開催日

加盟町村地域内会場
加盟町村地域の住民対象
全国一斉にすることで連帯感を持たせる。
1年に一度美しい村であることを再認識
する機会とする。

目的











⑨日本で最も美しい村コンテスト（フォト＆動画）

連合のPRと共に、コンテストを通じて加盟町村地域への関心の向上、訪問促進、サポーター増を目指すこ
とを目的に開催している。2021年度から新たに動画コンテストを追加し、新たな関心層を獲得する。2021
年度新たに追加した村活用レシピコンテストについては、2022年度はコンテストは実施せず、2021年度の
受賞レシピを活用した食のイベントを開催した。

日本で最も美しい村コンテスト事業名

広報事業形態

加盟町村地域を題材として、フォト＆
動画コンテストを実施。

事業内容

2022年7月1日～11月末開催期間

加盟町村地域内会場
一般対象
加盟町村地域への関心の向上、訪問促
進

目的



3/26(日)レシピコンテスト関連企画ミニイベント開催
～まんのうひまわりオイルが表現する地域の魅力～





⑩行きつけのむらをつくろうLIVE配信
コロナの影響によりリアルなイベントがやりづらくなったことから、2020年7月から加盟町村地域の魅力を世
界に発信するLIVE配信番組「行きつけのむらをつくろう」を定期的に配信している。事務局スタッフが加盟町
村地域を訪れ、町村の観光情報や美しい村の取り組みなどそこで暮らす方をゲストに情報を発信している。

行きつけのむらをつくろうLIVE配信事業名

広報事業形態
地域住民をゲストに加盟町村地域の情
報をYouTubeLIVEで配信。

事業内容

2か月に1回のペース開催日
希望のあった町村地域会場
一般対象
加盟町村地域の現場から住民をゲスト
に魅力を発信する。

目的

U35未来創造会議（地方会議）を同時開催（LIVE配信前）
＜2022年度実施実績＞
5月 青森県佐井村
8月 静岡県川根本町
9月 ⾧野県木曽町
11月 沖縄県多良間村



視聴回数：416回
視聴回数：564回

視聴回数：1332回 視聴回数：300回



⑪U35未来創造会議（地方会議）
2021年度からの新たな取り組み。行きつけのむらをつくろうLIVE配信との連動企画として、村の人口も年々少なくなる中で、
小さな村で暮らすもしくは働く若者たち（U35）が10年後、どのような村であってほしいかを考える会議。『10年後、どん
な故郷であってほしいか』をメインテーマに、さらに美しい村になるには、なり続けるには何が必要なのかを考える。

U35未来創造会議事業名

地域連携事業形態

地域の35歳以下の若者が町村の未
来について議論する会議

事業内容

2か月に1回のペース開催日
希望のあった町村地域会場
加盟町村地域の35歳以下の若者対象
若者目線で10年後の町村の未来を
考え、その結果をまとめる。
自分の村の未来を考え、美しい村
づくりにも関与を促す。

目的

行きつけのむらをつくろうLIVE配信を同時開催
※LIVE配信中に、本会議の結果を共有。

■実施済：
5月 青森県佐井村
8月 静岡県川根本町・ 宮崎県椎葉村
9月 ⾧野県木曽町
11月 沖縄県多良間村



2022年度の様子





⑫U35未来創造会議inTOKYO（全国）
2021年度からの新たな取り組みとしてU35未来創造会議を開催してきた。会議に参加した方々はいずれも
村への想いが強く、今後の最も美しい村活動のリーダー的存在である。会議に参加した各町村35歳以下が
東京に集まり、全国の町村地域の同世代と村の未来を議論し、情報交換をすることで、次の世代のリー
ダーを育成することを目的にU35未来創造会議の全国版を開催。議論結果は町村地域に展開する。

U35未来創造会議（全国）事業名

地域連携事業形態
全国の加盟町村地域の35歳以下の
若者が集まり、町村の未来について
議論する会議及び研修。

事業内容

2022年10月30日(日) 開催日
東京・常盤橋タワー8F会場
U35会議（地方）に参加した者対象
9町村地域の13名参加者
U35未来創造会議（地方版）で議論
した内容を全国の同世代の村民に共
有し、互いに未来について考え、学
びあう。

目的

日本で最も美しい村まつり in TOKYOに合わせて実施



モデレーターとして資格審査委員 河本大地委員にご協力いただきました



【参加者】
青森県佐井村 2名
秋田県小坂町 2名
福島県北塩原村 2名
栃木県那珂川町小砂 1名
静岡県川根本町 1名
⾧野県原村 1名
⾧野県中川村 1名
兵庫県香美町小代 1名
宮崎県椎葉村 2名

合計 13名







⑬出前授業（都市部の小中学校でオンライン授業）

首都圏の小中学校等を対象に、「日本で最も美しい村」連合加盟町村の取り組みを学ぶ出前授業を提案。
SDGs教育が首都圏でも実施されている現状から、加盟町村でも取り組んでいるサステナブルな取り組みは、
首都圏の小中学校にもニーズがあるのではないかと思われる。日本で最も美しい村オンライン大学のよう
に、加盟町村代表者や資格審査委員を講師として派遣し、出前授業を行う提案をしたい。

出前授業事業名

広報事業形態

首都圏の学校にサステナブル教育
の一環として加盟町村地域の取り
組みを広報する。

事業内容

希望があった学校に合わせる開催日
首都圏の学校（小中学校等）会場

首都圏の学校生徒対象

「日本で最も美しい村」連合加盟
町村地域の取り組みを小中学生な
どの若者にも興味を持ってもらう。

目的

■未実施：次年度以降検討



⑭「日本で最も美しい村」連合 総合戦略アクションプラン策定
「日本で最も美しい村」連合が今後向かう方向性について記した総合戦略及びアクションプランの策定に向け
た調査研究事業。加盟する61町村地域が求めるニーズを収集し、「日本で最も美しい村」連合が向かうべき方
向性を策定する。策定準備にあたっては、プロボノの協力も得ながら、資格審査委員の助言のもと進める。調
査研究の過程は資格審査委員会でも共有し、2023年度中に加盟町村地域への展開を目指す。

総合戦略アクションプラン策定及
び策定のための調査研究

事業名

調査研究事業形態
2030年の「日本で最も美しい村」
のあるべき姿を戦略として策定

事業内容

2023年秋頃
（2023年度理事会報告）

納期

「日本で最も美しい村」加盟町村
地域

範囲

2030年までの方向性を可視化
加盟町村地域のニーズ調査
最も美しい村の調査研究

目的

■進行流れ：
9月17日(土)プロボノとのキックオフMT実施
10月/11月 プロボノによるヒアリング
11月 役員への中間報告(現状分析)
12月～１月 アンケート調査
2月13日(月) 最終提案



＊プロボノとは：「プロボノ」とは、「公共善のために」を意味するラテン語「Pro Bono Publico」を語源とする言葉で、
【社会的・公共的な目的のために、職業上のスキルや専門知識を活かして取り組むボランティア活動】を意味します。



11/15 中間報告会として
プロボノメンバーと役員との
ディスカッションが行われました

今回の担当者会議のワーク
ショップはプロボノメンバーの
最終提案に基づいて実施します。



⑮会員増強及び営業活動
首都圏でのプロモーション活動（営業活動）や正会員企業以外のコラボレーションも積極的に実施し、
会員増強に努める。また、加盟町村地域にも協力を促す。

会員増強及び営業活動事業名
営業事業形態
正準会員増加のための営業活動の
実施。

事業内容

通年実施日
首都圏中心（事務局及び理事)
加盟町村地域周辺（加盟村）

範囲

連合理事役員、事務局担当
会員の増強のため
幅広い層への取り組み周知のため

目的

≪2022年度実績≫
■8月26日(金)東京・浅草橋「むライブ」開催
川根本町・椎葉村の皆さまにご出演いただきました
■9月4日(日)東京・下北沢イベント開催
美瑛町・赤井川村・佐井村・伊根町の食材を活用させていただきました



⑮学生サポーターと社会人サポーターの受け入れ
2021年度から学生サポーター生を受け入れている。学生サポーターは学生目線で「同世代に最も美しい村
をより知ってもらうには」をテーマに活動している。町村地域への視察、イベント運営などを担ってくれ
ている。「日本で最も美しい村」をより深く知る機会になっており、受け入れ学生の中には、インターン
を経験して、地方就職を検討している学生もいる。今後加盟町村とインターン生との連携（企画）なども
検討する予定。
また2023年度からは準会員を対象に、社会人サポーターの活動もスタートする。準会員の社会人としての
経験やスキルを活かして、活動していただく。



各ブロックでの活動
～2022年度の様子～



北海道ブロック





東北ブロック







東北ブロック（福島県内５町村）

■日時：
11/13(日)

■会場：
大玉村あだたらの里直売所

■内容：
福島県内５つの加盟町村地域
による合同物産展が開催され
ました。



関東・中部ブロック

物産展事業形態

７町村地域
（17町村地域中）

参加
町村地域

令和４年10月16日(日)
午前10時～午後４時開催日時

愛知県名古屋市
金山総合駅

連絡橋イベント広場
会場

約940人
（各団体累計）来場者

ブロック活動活性化金が創設されたことを受け、今年度２回開催したブロック会議で活用方法につい
て協議。物産展や視察研修などへの活用について意見があったことを受け、⾧野県内の加盟町村で組
織する「⾧野県会議」の事業のひとつである「名古屋ＰＲ活動」へ、関東・中部ブロックとして今年
度初めて参加することとなった。





「奥大井ふるさとまつり」美しい村ブース出店

関東・中部ブロック
(静岡県川根本町、松崎町、山梨県早川町)

■日時：11/12(土) 10：00～14：30
■会場：道の駅「奥大井音戯の郷」
■内容：
「日本で最も美しい村」連合の理念を紹介するパネル
を展示し、パンフレットを配布しました。
また、松崎町及び早川町の特産品を販売するとともに
両町のパンフレットを配布しました。
大井川鐵道が運休していることもあり人出を少し心配
していましたが、多くのお客さんにブースに立ち寄っ
ていただき、連合の理念と松崎町・早川町の魅力をＰ
Ｒすることができたのではないかと思います。
特産品を呼び水に「なぜ２町が川根本町のイベントに
出店しているか（美しい村のつながり）」という説明
ができたため、観光客だけでなく地元町民に対しても
「美しい村」の理念を周知する貴重な機会となりまし
た。今後も、３町で連携・協力してＰＲ事業などを展
開していけたらと思います。


